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ヘーベルライト

通気胴縁

補強用壁材

PC030NE-9081の認定仕様

内装材

（必要に応じて
　取り付ける）

（規定されていない）

パワーボード
（仕上塗材）

通気胴縁

透湿防水シート

補強用壁材

PC030BE－0182の標準的な仕様

グラスウールまたは
ロックウール

（必要に応じて取り付ける）

合板等（厚4㎜以上）

（厚75㎜以上）

屋外側 屋内側屋外側 屋内側
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ALC薄形パネル
35㎜以上
アクリル系シーリング材
バックアップ材

外壁：45分または
　　 1時間準耐火構造

45分または1時間準耐火構造の外壁

内壁：45分または1時間準耐火
　　 構造の防火被覆

天井：45分または1時間準耐火
　　 構造の防火被覆

軒の深さ500を超え1000以下

屋根勾配3/10（標準）
屋根不燃材料

鼻隠し：
不燃材料

野縁40×45（標準）

接合材

接合材
（木ねじ等）

パテ等充てん

＠500以下

吊り木40×45（標準）
＠1,000以下
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延焼のおそれのある部分
屋根の屋内側または
直下の天井：30分

軒裏：1時間

外壁（非耐力）：1時間

防火戸（防火設備）

間仕切壁（耐力壁）：1時間

梁：1時間
床：1時間

階段：30分

ひさし等：20分

柱：1時間

屋根葺材：不燃材料等

軒裏：30分

外壁（非耐力）：30分

外壁（耐力）：1時間

延焼のおそれのある部分

屋根の屋内側または
直下の天井：30分

防火戸（防火設備）

間仕切壁：45分軒裏：45分

外壁（非耐力）：45分

屋根葺材：不燃材料等

梁：45分 床：45分

階段：30分

柱：45分

軒裏：30分

外壁（非耐力）：30分

外壁（耐力）：45分
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3m

5m 2F

1F

隣地境界線または、道路中心線

延焼のおそれのある部分
延焼の
おそれの
ある部分

屋根直下の天井
石膏ボード12+9等

3階の区画：壁または戸で仕切る

床の直下の天井：石膏ボード12等

主要構造部分の柱・梁：
・小径を12以上とする
・石膏ボード12等で被覆する

隣地境界線から1m以下：
常閉式防火戸

外壁：防火構造

隣地境界線等から5m以下：
・距離に応じた開口面積の制限
・延焼のおそれのある部分は防火設備

内壁：石膏ボード12等
軒裏：防火構造

屋根葺材：不燃材料等

延焼のおそれのある部分

屋根直下の天井
石膏ボード12.5+9.5㎜等

3階の区画：壁または戸で仕切る

床の直下の天井：石膏ボード12.5㎜等

主要構造部分の柱・梁：
・小径を12㎝以上とする
・石膏ボード12.5㎜等で被覆する

隣地境界線から1m以下：
常閉式防火戸

外壁：防火構造

隣地境界線等から5m以下：
・距離に応じた開口面積の制限
・延焼のおそれのある部分は防火設備

内壁：石膏ボード12.5㎜等
軒裏：防火構造

屋根葺材：不燃材料等
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胴縁断面の算定例
胴縁断面の算定は、胴縁の自重、風圧力およびヘーベルライトの自重を考慮して決定してください。

1. 計算条件
　・胴縁間隔　b＝0.6m
　・柱間隔　  ℓ＝300cm

y方向曲げ応力度σbyは

また許容曲げ応力度 fb（短期）は
　fb＝ft＝23536N/cm2（2.4 t/cm2）
よって

3. 曲げ応力度（σb）の算定（短期）
 　胴縁に　－100×50×20×2.3を用いるものとすると
　　Zx＝16.1cm3、Ix＝80.7cm4
　　Zy＝6.06cm3、Iy＝19.0cm4
　　M ＝4.06kg/m
　　q2＝4.06×9.8＝39.8N/m
　　qy＝205.8＋39.8＝245.6N/m＝2.456N/cm
 　X方向曲げ応力度σbxは

4. たわみδの算定（短期）

8
1

8
1

　　σbx＝－－－＝（－－×qx×ℓ2）/Zx8
1

Zx
Mx

Zy
My

fb

8
1＝（－－×9.0×3002）/16.1＝6289N/cm2

＝（－－×2.456×3002）/6.06＝4559N/cm2

σby＝－－－＝（－－×qy×ℓ2）/Zy

384×E×Ix
5×qx×ℓ4

384×2.06×107×80.7
5×9.0×3004δx ＝－－－－－－－－－－×－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＝0.571cm

但し δx ：x方向のたわみ（cm）
　　 δy ：y方向のたわみ（cm）
　　  E ：胴縁のヤング係数＝2.06×107N/cm2（2100t/cm2）

384×E×Iy
5×qy×ℓ4

384×2.06×107×19.0
5×2.456×3004δy ＝－－－－－－－－－－×－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＝0.662cm

δ ＝√‾‾‾‾＝√‾‾‾‾‾‾‾‾‾＝0.874cm＜1.5cm

200
ℓ

＝－－－－　　O.K

－－－－  　＋－－－－  　＝－－－－  －  －  －  －  　＋－－－－  －－    －  －  　＝0.46＜1.0　O.Kσbx

fb
σby

23536
6289

23536
4559

δx
2＋δy

2 0.5712＋0.6622

δy

δx
δ

基礎

柱

柱

b

ℓ

h

G.L
胴縁

q

8M＝－－qℓ2

ℓ

1

2. 荷重（短期）
　・ヘーベルライト質量 35kg/m2をSI単位に換算すると
　　　q1＝35×9.8＝343N/m2

　・胴縁質量 M kg/mをSI単位に換算すると
　　　q2＝M×9.8＝9.8M N/m
　・風圧力　q3＝1500N/m2
　　　　qx＝q3×b
            ＝1500×0.6=900N/m＝9.0N/cm
　　　　qy＝q1×b＋q2
            ＝343×0.6＋q2 ＝205.8＋q2 N/m qy

qx
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パネル取付け高さ－－風圧力の関係（基準風速別）

正の風圧力（N/m2）

パ
ネ
ル
取
付
け
高
さ
（
m
）

1,000

5

10

15

20

25

30

35

40

45

1,500 2,000 2,500 3,000

（基準風速：m/s） 30 32 34 36 38

負　　圧

基準風速
（m/s）

風圧力
（N/m2）

30 1,367
32 1,556
34 1,756
36 1,969
38 2,194

建物の基準高さ：45m以内
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断熱材は床・壁・天井を
連続して

小屋裏間切壁
換気口

天井

断熱材

外気と通気のない
天井フトコロ

外気と通気
のある小屋
裏

天井
物置

屋外に面する床

屋外に面する以外の床

外壁

外壁

コーナー部は断熱の弱点と
なるので注意

コーナー部における
断熱材の補強

天井

床

結露

壁

（外側）

壁 断熱強化
防湿層

防湿シートの重ね合せに注意
ラス網で通気層を確保した例

ラス網波形ラス網

防湿シート 重ね合わせ

小屋裏換気

シーリング材

換気孔

塩ビパイプ

防虫アミ
Uベルト

断熱材ブロー工法

防湿層

断熱材は床・壁・天井を
連続して

小屋裏間切壁
換気口

天井

断熱材

外気と通気のない
天井フトコロ

外気と通気
のある小屋
裏

天井
物置

屋外に面する床

屋外に面する以外の床

外壁

外壁

コーナー部は断熱の弱点と
なるので注意

コーナー部における
断熱材の補強

天井

床

結露

壁

（外側）

壁 断熱強化
防湿層

防湿シートの重ね合せに注意
ラス網で通気層を確保した例

ラス網波形ラス網

防湿シート 重ね合わせ

小屋裏換気

シーリング材

換気孔

塩ビパイプ

防虫アミ
Uベルト

断熱材ブロー工法

防湿層

断熱材は床・壁・天井を
連続して

小屋裏間切壁
換気口

天井

断熱材

外気と通気のない
天井フトコロ

外気と通気
のある小屋
裏

天井
物置

屋外に面する床

屋外に面する以外の床

外壁

外壁

コーナー部は断熱の弱点と
なるので注意

コーナー部における
断熱材の補強

天井

床

結露

壁

（外側）

壁 断熱強化
防湿層

防湿シートの重ね合せに注意
ラス網で通気層を確保した例

ラス網波形ラス網

防湿シート 重ね合わせ

小屋裏換気

シーリング材

換気孔

塩ビパイプ

防虫アミ
Uベルト

断熱材ブロー工法

防湿層

コーナー部は断熱の弱点と
なるので注意

コーナー部は断熱の弱点と
なるので注意

コーナー部における
断熱材の補強

コーナー部における断熱材の補強

天井

床

結露

壁

（外側）

壁 断熱強化
防湿層

天井

床

結露

壁壁

（外側） 断熱強化

防湿層

コーナー部は断熱の弱点と
なるので注意

コーナー部は断熱の弱点と
なるので注意

コーナー部における
断熱材の補強

コーナー部における断熱材の補強

天井

床

結露

壁

（外側）

壁 断熱強化
防湿層

天井

床

結露

壁壁

（外側） 断熱強化

防湿層
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防湿シート

外気側
（低温）

外気側
（低温）

室内側室内側

ラス網波形ラス網

防湿シート 防湿シート 重ね合わせ

屋根裏換気 鉄骨造は梁裏に注意

有孔ボード

ワイヤメッシュ等
（先行工事） 天井仕上面

防湿層

充てん材
（断熱性の高い
　ものがよい）

5
0

9
5
0

断熱材
（先行工事）

20100

ヘーベル床版
モルタル充てん

防湿層

胴縁背中合せ

防湿層
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寒冷地の範囲（目安）

北海道型凍害のおそれのある地域

日本海型凍害のおそれのある地域

建物の用途などによっては北海
道型凍害のおそれのある地域

旭川

釧路

札幌

室蘭

函館

松江
鳥取

福岡佐賀佐賀

長崎
熊本

鹿児島鹿児島 宮崎

大分

山口 広島 岡山

高松

姫路

大阪大阪
奈良奈良

京都京都

津

福井

金沢

岐阜
松本

甲府

前橋 宇都宮

新潟
山形

福島

仙台

秋田
盛岡

青森

銚子千葉
東京

水戸

横浜
静岡

長野

名古屋

和歌山和歌山徳島徳島

松山

高知

富山
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水返し

水切板
シーリング材（シリコン系）

シーリング材（ポリウレタン系）

透湿防水シート

防湿シート

水返付き水切板

20mm以上

シーリング材  
（ポリウレタン系）

（透湿防水シート）

防湿シート

現場発泡
ウレタン

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材
（ポリウレタン系）

外付サッシ

ミズキレールは外側に水を
排水できるよう多少勾配を
取ってください。

ミズキレール
62 76

ミズキレール

ミズキレール

石膏ボード

防湿シート

透湿防水シート
断熱材

防湿シート

防湿シート

水返付き水切板

水返付き水切板

20mm以上

シーリング材
（シリコン系）

透湿防水シート

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材
（ポリウレタン系）

透湿防水シート

水返し

水切板
シーリング材（シリコン系）

シーリング材（ポリウレタン系）

透湿防水シート

防湿シート

水返付き水切板

20mm以上

シーリング材  
（ポリウレタン系）

（透湿防水シート）

防湿シート

現場発泡
ウレタン

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材
（ポリウレタン系）

外付サッシ

ミズキレールは外側に水を
排水できるよう多少勾配を
取ってください。

ミズキレール
62 76

ミズキレール

ミズキレール

石膏ボード

防湿シート

透湿防水シート
断熱材

防湿シート

防湿シート

水返付き水切板

水返付き水切板

20mm以上

シーリング材
（シリコン系）

透湿防水シート

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材
（ポリウレタン系）

透湿防水シート

水返し

水切板
シーリング材（シリコン系）

シーリング材（ポリウレタン系）

透湿防水シート

防湿シート

水返付き水切板

20mm以上

シーリング材  
（ポリウレタン系）

（透湿防水シート）

防湿シート

現場発泡
ウレタン

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材
（ポリウレタン系）

外付サッシ

ミズキレールは外側に水を
排水できるよう多少勾配を
取ってください。

ミズキレール
62 76

ミズキレール

ミズキレール

石膏ボード

防湿シート

透湿防水シート
断熱材

防湿シート

防湿シート

水返付き水切板

水返付き水切板

20mm以上

シーリング材
（シリコン系）

透湿防水シート

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材
（ポリウレタン系）

透湿防水シート

水返し

水切板
シーリング材（シリコン系）

シーリング材（ポリウレタン系）

透湿防水シート

防湿シート

水返付き水切板

20mm以上

シーリング材  
（ポリウレタン系）

（透湿防水シート）

防湿シート

現場発泡
ウレタン

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材
（ポリウレタン系）

外付サッシ

ミズキレールは外側に水を
排水できるよう多少勾配を
取ってください。

ミズキレール
62 76

ミズキレール

ミズキレール

石膏ボード

防湿シート

透湿防水シート
断熱材

防湿シート

防湿シート

水返付き水切板

水返付き水切板

20mm以上

シーリング材
（シリコン系）

透湿防水シート

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材
（ポリウレタン系）

透湿防水シート
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シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材

シーリング材
（ポリウレタン系）

透湿防水シート
防湿シート

小屋裏断熱材

3
0
0
m
m

300mm

30
0m
m

30
0m
m

シーリング材
（ポリウレタン系）

水切り
防水層10

0m
m
以
上

防
水
立
上
り
2
0
0
m
m
以
上

600mm以上

防湿シート

シーリング材

透湿防水シート

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材

シーリング材
（ポリウレタン系）

透湿防水シート
防湿シート

小屋裏断熱材

3
0
0
m
m

300mm

30
0m
m

30
0m
m

シーリング材
（ポリウレタン系）

水切り
防水層10

0m
m
以
上

防
水
立
上
り
2
0
0
m
m
以
上

600mm以上

防湿シート

シーリング材

透湿防水シート

シーリング材
（ポリウレタン系）

シーリング材

シーリング材
（ポリウレタン系）

透湿防水シート
防湿シート

小屋裏断熱材

3
0
0
m
m

300mm

30
0m
m

30
0m
m

シーリング材
（ポリウレタン系）

水切り
防水層10
0m
m
以
上

防
水
立
上
り
2
0
0
m
m
以
上

600mm以上

防湿シート

シーリング材

透湿防水シート

壁体内に換気用パイプと
フードのジョイントを
設けるとその部分より
漏水の可能性がありますので、
パイプは壁面より外側へ出して
フードを取り付けてください。

縦胴縁18×45
断熱材

透湿防水シート

一次シーリング
（バックアップ材共別途）

換気用パイプ

ヘーベルライト50

フード

ネジ頭シーリング
（別途）

二次シーリング
（材工別途）

換気口まわりは、2重シールと
してください。フード下端は、
汚れ防止と結露水が壁面を
伝わらないようにするために
水切板をご使用ください。

一次シーリング

フード取付ネジ
ℓ=60以上20～30

二次シーリング
（フード周囲とネジ頭を
シーリング）（材工別途）

換気用パイプ
（壁面より外側

へ出す）

ヘーベルライト50

透湿防水シート

5
5

防湿層の入れ方

防湿シート

外気側
（低温）

外気側
（低温）

室内側室内側

防湿シート
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水切り板

シーリング材

シーリング材

シーリング材
3
0
0

5
0
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）

ドレン

シーリング材（ポリウレタン系）
水切（内側シーリング）

防水層
下地：構造用合板厚12：2重張り

構造用合板厚9

アルミ笠木
防水テープ
耐水合板厚12

アルミ笠木

耐水合板厚12

ヘーベルライト50

笠木固定金物
ジョイント部水切板

防水テープ

10
（
クリ
ア
ラ
ン
ス
）

6
0
0
m
m
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）
バックアップ材

モルタル塗り

10
（
クリ
ア
ラ
ン
ス
）

6
0
0
m
m
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）

防鼠材
水切り

キソパッキン

モルタル刷毛引き

水切り板

シーリング材

シーリング材

シーリング材

3
0
0

5
0
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）

ドレン

シーリング材（ポリウレタン系）
水切（内側シーリング）

防水層
下地：構造用合板厚12：2重張り

構造用合板厚9

アルミ笠木
防水テープ
耐水合板厚12

アルミ笠木

耐水合板厚12

ヘーベルライト50

笠木固定金物
ジョイント部水切板

防水テープ

10
（
クリ
ア
ラ
ン
ス
）

6
0
0
m
m
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）
バックアップ材

モルタル塗り

10
（
クリ
ア
ラ
ン
ス
）

6
0
0
m
m
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）

防鼠材
水切り

キソパッキン

モルタル刷毛引き

水切り板

シーリング材

シーリング材

シーリング材

3
0
0

5
0
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）

ドレン

シーリング材（ポリウレタン系）
水切（内側シーリング）

防水層
下地：構造用合板厚12：2重張り

構造用合板厚9

アルミ笠木
防水テープ
耐水合板厚12

アルミ笠木

耐水合板厚12

ヘーベルライト50

笠木固定金物
ジョイント部水切板

防水テープ
10
（
クリ
ア
ラ
ン
ス
）

6
0
0
m
m
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）
バックアップ材

モルタル塗り

10
（
クリ
ア
ラ
ン
ス
）

6
0
0
m
m
以
上

シーリング材
（ポリウレタン系）

防鼠材
水切り

キソパッキン

モルタル刷毛引き

温湿度条件
　冬期　室温20℃　　　相対湿度80％
　　　　屋外－10℃　　　　　　80％
表面結露の有無の検討
　θs＝θiー(θiーθo)×Ri／R
 　　 ＝20－(20－(－10))×0.11／2.7
　　  =18.77℃　＞　θd(16℃) … 表面結露しない

θs：表面温度(℃)　　Ri：室内側表面熱伝達抵抗(㎡･K/W)
θi ：室内温度(℃)　　 R：熱抵抗(㎡･K/W)
θo：室外温度(℃)
θd：露点温度（20℃、80%の場合）

壁体断面

●壁体内結露のチェック

温・湿度分布図

項目 壁　　厚

d

m

－

0.006

0.1mm

0.1

0.05

－

－

－

－

0.16

0.045

0.17

(注1)  熱伝導率、透湿比抵抗、透湿抵抗の値は、仕様書や基準によって異なる場合があります。
(注2)  境界層水蒸気圧が飽和水蒸気圧より小さい場合、「〇(結露しない)」と判定しています。

－

－

－

－

0.901

－

0.00588 0.000588

0.0264 0.00132

0.00198

0.00001

0.082

0.005406

0.0000333 0.0%

5.9%
1870.8

1773.6

○

○

○

○

○

○

○

○

299.3

288.7

265.0

229.4

89.8%

0.6%

1.4%

2.2%

0.0%

－

－

0.04

2.22

0.04

0.11 4.1%

1.4%
18.8

20 2339.2

2170.9

2117.2

2117.2

382.0

295.7

295.7

286.5

18.4

18.4

－6.3

－9.6

－9.6

－10

－

82.2%

10.9%

－

1.5%

（20℃、80%）
fi=1871.4

（－10℃、80%）
fo＝229.2

0.29

－

λ（ラムダ）
℃

ξ（小文字グザイ） Ξ（グザイ）
％％

fifsR=d/λ

W/(m･K) m2・K/W Pa Pam･s･Pa/ng m2･s･Pa/ng

熱伝導率
(注1) 熱抵抗 熱抵抗割合 境界層温度 透湿比抵抗

（注1）
透湿抵抗
割合

透湿抵抗
（注1）

飽和
水蒸気圧

境界層
水蒸気圧

判定
（注2）記号

単位材料

室内側空気

合 板

グラスウール
16K品

ヘーベルライト

防湿フィルム
A種

複層仕上塗材

室外側空気

外装材

２０

１５

１０

５

０

－５

－１０

（屋内） （屋外）

飽和水蒸気
圧の分布

温度分布

水蒸気圧の
　　　分布

温度℃

ヘーベルライト ァ 50
GW16k ァ 100
防湿フイルムＡ種 ァ 0.1
合板 ァ 6
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● デザイン加工傾斜面は薄吹きになりやすいので注意
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屋根防水仕上げ
としてください。

シーリング材
バックアップ材

屋根防水仕上げ
としてください。

シーリング材
バックアップ材
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木胴縁をビス止めする ピース金物で木胴縁を取り付ける 内装ボードを直接ビス止めする
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ハイノジ５０

棰木

1 タルキ固定金具
2 タルキ
3 アスファルトルーフィング
4 吊子

1 吊子
2 アスファルトルーフィング

ハイノジ５０

棰木

1 吊子
2 アスファルトルーフィング

1

2

100



ハイノジ５０

垂木

ハイノジ５０

垂木

2

1 シーラー処理
2 目地緩衝帯テープ
3 防水シート

1 プライマー
2 目地緩衝帯テープ
3 自己粘着性改良アスファルトルーフィング
4 シングル

1 3

1

3

4

2

ハイノジ５０

垂木

ハイノジ５０

垂木

2

1 シーラー処理
2 目地緩衝帯テープ
3 防水シート

1 プライマー
2 目地緩衝帯テープ
3 自己粘着性改良アスファルトルーフィング
4 シングル

1 3

1

3

4

2

1 アスファルトルーフィング
2 流し桟
3 瓦桟

321
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